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業績ハイライト

預金積金残高
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当金庫の預金積金残高は年々増加し、平成 29年度末で
は 8,292億円となっております。そのうち個人のお客
さまが 8割以上を占め、多くの地元の皆さまから高い
信頼をいただいております。
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当金庫は永年にわたり堅実経営に努め、積立金や出
資金などから成る純資産残高は 445億円となってお
ります。
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当金庫の貸出金残高は年々増加し、平成 29年度末では
4,239億円となっております。当金庫は地元中小企業の
健全な発展および地域の皆さまの豊かな暮らしのお手
伝いのため、特定の業種に偏ることなく、小口・多数
者利用の原則に基づいて、ご融資を行っております。
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自己資本比率

当期純利益
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平成 29年度において、当期純利益 8億円を計上しま
した。

不良債権比率
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当金庫では「金融検査マニュアル」に則した自己査定
基準等に基づく厳正な資産査定を行い、これを基に不
良債権の償却・引当を実施しております。平成 29年度
の不良債権比率は前期比 0.24ポイント低下して 2.14%
に改善しております。
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当金庫の自己資本比率

10.88

健全性の目安
とされる基準

4.00

自己資本比率は金融機関の健全性や安定性をはかる重
要な指標のひとつです。当金庫の平成 29年度末の自己
資本比率は 10.88%と、国内基準である 4%を大きく
上回っております。




